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＜患者様連絡事項＞
・山田　睦子様：本日、9：00～3/517：00まで退院前の外泊訓練に行かれている。帰院後外泊状況等確認して下さい。
・坂　貢様～3/1511：00～13：00までの外出申請を提出し主治医より許可となっている。
・夏坂　浩美様～不穏時の継続指示レボトミン（25）2T　1×不穏時5回分田名部Drから
処方して頂いている。
・三浦　繁雄様～腹痛時の継続指示ブチルスコポラミン（10）1×腹痛時10回分主治医から処方して頂いている。
・金田　光希様～本日、SW三國さんからご家族（母親）様に連絡し、訪問看護や就労支援B型チョコクッキーに通う等退院後のサービス調整をしていく事で3/30の退院日が延びても良いかに承諾を受けたので今後は精神障害者手帳2級から1級と等級の変更の申請しながらサービス調整していく予定だと情報提供を受けている。
・泉川　ケイ子様～朝食不食し、服薬拒否（時間をおいてようやく服用）、食事を摂れていないとのことを報告。エンシュア中止とし各食（朝・昼・夕）に補食でＭＡ―8プラス1本を摂る様指示受け昼食から摂れる様栄養士の方に食事指示箋を提出しています。
＜要注目患者様ケース検討＞　　　　　　　　
・續石　啓介様～朝はホールで摂取。昼食も、時間を置いてホールで摂取。排便の訴えなく昼食後薬のアローゼン1Ｐ除剤なく服用されている。入浴をしたいと本院から希望あり東病棟の浴室に移動し一部介助で終了されている。自分の要求が通らないとベッドから故意に落ちたりと自傷行為する患者様と情報がある事から服薬や次の勤務帯に影響がない様に言動に注意し関わり自己管理能力維持・向上を目指す点から、現在の身体状況や、病棟のハード面より、レストラン移動を今後も持続し検討する必要はあります。
　　　　　　　　主治医よりＧＡＦ20と指示うけています。
・三浦　繁雄様～各食食べずにベッドから降りるとそのままで立位や座位が困難となっています。理由の問いには、「腰が痛くて動けない」と体動も自力で出来ない為、介助でホールへ誘導し食事を摂取する様に関わっています主治医に診察を依頼し「本人様へ椎間版ヘルニアの痛みなら、トイレだけでも自力で行ける様に努力する様」伝えられ了解しています。現状では、自力の行動が出来ない状況の為、一時的に部屋の移室も検討する必要があると思われます。
＜入院患者様の情報＞
居ヶ内　敦子様　年齢55歳　女性
主訴：非定型精神病
主治医：安ヶ平Dr
入院形態：任意入院

担当スタッフ：岩藤Ns、三浦Ns
部屋：西Ａユニット44号室

＜経緯＞
退院後、友人から悩みの相談等の電話が入り対応していた。

今年娘様の同級生に家で飼っていた犬の子犬を挙げた。お母様が（依然乳癌

の手術）現在リハビリ中のお母様で病気になった子犬の件で居ヶ内様の家に

チャイムを鳴らし休んでいる状況で訪問に来られ子犬の事を話す様になり

子犬が亡くなっても同様の状況が続き睡眠の不安定さが出現しストレスが

強くパニックになり不安が多い事から訪問看護五福に連絡したり不満を

長時間話す様になり情緒不安定になってきた事から本人より入院希望あり

本日主治医の診察後、休養目的で11時入院となる
一週間程の短期入院予定
ＳＳＴ導入確認。ＧＡＦ：38
作業、リハビリテーションプログラム未導入
＜ＳＳＴ状況＞
全患者様に３月の短期目標を決めて頂いています。
未導入の患者様なく参加しています。
